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１ 調査の概要 <P1> 

 

 

２ 本町の状況 <P1> 

（１）教科に関する調査の状況 
ア 小学校に関する状況  <P１> 

イ 中学校に関する状況  <P２> 

ウ 教科ごとの調査の状況 <P３> 

      ・小学校国語 <P4～P9> 

      ・小学校算数 <P10～P16> 

      ・小学校理科 <P17～P20> 

      ・中学校国語 <P21～P24> 

      ・中学校数学 <P25～P33> 

      ・中学校理科 <P34～P38> 

（２）児童生徒質問紙・学校質問紙に関する調査の状況 
ア  学校運営に関する状況について <P39> 

イ  理科に関する状況について   <P40> 

ウ  自己変容の状況について（小６時と中３時の３年間の経過から）<P41～P42> 
エ  これまでの回答状況の変化から <P43～P46> 

（３）質問紙と学力のクロス分析の状況から 

ア  主体的、対話的で深い学びの視点に立った取組と正答率の状況 <P47> 

イ 読書時間と正答率の状況    <P48> 

ウ 自己有用感と正答率の状況   <P49> 

エ ふるさと意識と正答率の状況  <P50> 

オ 「新聞を読むこと」と正答率の状況 <P51> 
 

 

３ 今後の取組の方向性について <P52～P53> 



 



- 1 - 

 

１ 調査の概要 

（１） 調査の目的                                           

本調査は、香美町における児童生徒の学力や学習状況を分析・把握し、本町の教

育施策の成果や課題を検証し、その改善を図るとともに、各小・中学校における児

童生徒への教育指導の充実や学習・生活状況の改善等に役立てることを目的とする。 

なお、本調査において測定できるのは学力の特定の一部分であり、学校における

教育活動の一側面である。 

 

（２） 実施期日 平成３０年４月１７日（火） 

 

（３） 調査実施校数及び人数 

・小学校６年生：１０校 １１４人 

・中学校３年生： ４校 １２９人 

 

（４） 調査内容 

ア 教科に関する調査（国語、算数・数学、理科） 

(ｱ) 主として「知識」に関する問題（Ａ） 

(ｲ) 主として「活用」に関する問題（Ｂ） 

   ※理科は主として「知識」に関する問題と 

主として「活用」に関する問題が一体的に 

出題される。   

イ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

(ｱ) 児童生徒に対する調査 

(ｲ) 学校に対する調査 

 

２ 本町の状況 

（１）教科に関する調査の状況                                          

【調査結果の分析の基準】 

 

 

 

 

 

ア 小学校に関する状況 

教   科  
香美町の結果 

国との比較 兵庫県との比較 

国 語 
Ａ（知識） 同程度 同程度 

Ｂ（活用） 下回る 同程度 

算 数 
Ａ（知識） 下回る 下回る 

Ｂ（活用） 下回る 下回る 

理 科 － 同程度 同程度 

全国平均正答率を基準とした時の割合 全国や兵庫県と比較した時の表現 

＋5.1％以上 上回る 

±5.0％以内 同程度 

－5.1％以下 下回る 
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イ 中学校に関する状況 

教   科  
香美町の結果 

国との比較 兵庫県との比較 

国 語 
Ａ（知識） 同程度 同程度 

Ｂ（活用） 同程度 同程度 

数 学 
Ａ（知識） 同程度 同程度 

Ｂ（活用） 同程度 同程度 

理 科 － 同程度 同程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査結果の概要】 

 ◆小学校◆ 

○ 香美町の正答率は、全国と比較した場合、国語の「主として知識」（いわ

ゆるＡ問題）及び理科については「同程度」であるが、国語の「主として活

用」（いわゆるＢ問題）及び算数（Ａ問題、Ｂ問題とも）については、やや

下回っている。 

  また、兵庫県と比較した場合、国語（Ａ問題、Ｂ問題とも）、理科につい

ては、「同程度」であるが、算数（Ａ問題、Ｂ問題とも）については、やや

下回っている。 

◆中学校◆ 

○ 香美町の正答率は、全国と比較した場合、国語（Ａ問題、Ｂ問題とも）、

数学（Ａ問題、Ｂ問題とも）、理科のいずれにおいても「同程度」である。 

  また、兵庫県と比較した場合も同様である。 

◆小・中学校◆ 

 ○ 「主として知識」（いわゆるＡ問題）と「主として活用」（いわゆるＢ問題）

との正答率を比較した時、「主として知識」の正答率の方が、「主として活用」

を上回り、昨年度までの調査と同様の傾向を示している。 
 

 

（参考）「Ａ問題、Ｂ問題の正答率差の経年比較」 

＜小学校＞               （上段；香美町 下段；全国） (%) 

 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

国語 
12 

(13) 

17 

(17) 

6 

(5) 

16 

(15) 

19 

(17) 

18 

(16) 

算数 
21 

(19) 

20 

(20) 

33 

(30) 

31 

(30) 

32 

(33) 

7 

(12) 

 

＜中学校＞ 

 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

国語 
5 

(9) 

31 

(28) 

8 

(10) 

7 

(9) 

6 

(4) 

17 

(15) 

数学 
20 

(22) 

6 

(8) 

22 

(23) 

20 

(18) 

15 

(17) 

20 

(19) 
                 (注)数値は、Ａ問題の正答率－Ｂ問題の正答率を示している。 
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ウ 教科ごとの調査の状況 

【調査結果の概略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇小学校◇ 

（国語） 

 〇 正答、誤答、無解答の各割合や領域ごとの正答率、正答数の児童の割

合とも、全国・兵庫県とほぼ同様の傾向を示している。 

 〇 「話すこと、聞くこと」の領域に関してやや課題がみられる。 

〇 Ｂ問題における記述式の問いに対して、やや課題がみられる。 

（算数） 

 〇 「数量関係」、「図形」、「数と計算」の領域に関してやや課題がみら 

れる。 

〇 無解答は全体的には少ないものの、数量や図形について理解したり、 

理由を記述したりする問いにやや課題がみられる。 

（理科） 

 〇 学習指導要領の内容区分を問わず、科学的思考・表現にやや課題がみ

られる。 

〇 既習の内容や自然現象に関する知識や情報などを日常生活と関連づ

けて考えたり、記述したりすることなどにやや課題がみられる。 

 

◇中学校◇ 

（国語） 

 〇 いずれの領域においても、正答率は全国・兵庫県と同様の傾向を示し

ている。また、評価の観点別正答率も同様の傾向にある。 

 〇 問題形式では、Ｂ問題の選択式にやや課題がみられる。 

（数学） 

 〇 正答、誤答、無解答の各割合や領域ごとの正答率、正答数の生徒の割

合とも、全国・兵庫県と同様の傾向を示している。 

 〇 数学的な表現を用いて理由を説明する記述式の問いにやや課題がみ

られる。 

（理科） 

〇 正答、誤答、無解答の

各割合や分野ごとの正

答率、正答数の生徒の割

合とも、全国・兵庫県と

同様の傾向を示してい

る。 

〇 理科（主として「知

識」）と理科（主として

「活用」）の正答数には

相関関係が見られる。

（相関係数；０．６６１）

〔バブルチャート参照〕 
※グラフの点線は、全国（公立）の平均正答数を表す。 



- 4 - 

 

誤答分析・考察 

〇 主語が「ぼくは、」などの「人」ではなく、「反省点は、」という「事柄」になっており、述語

の部分との適切な係り受けの関係について、十分に理解できていなかったことが考えられる。 

〇 主語、述語の関係については、第３学年及び第４学年で主として学習しているが、その後の

学年でも主語、述語の関係を意識した取組が求められる。 

改善に向けた方策 

〇 国語科を中心として、日常的に主語、述語の関係を意識した文章の読み取りや書くことの学

習と関連づけた取組が大切である。 

正答例 正答率30.7% 

④ 書き直し文の例；

「反省点は、用具の手入

れをあまりしなかった

ことです。」 

学習活動例〔本問いを題材として〕 

１ 本時のめあてを確認する。 

２ この文章を読んで、それぞれの文の主語と述語を見つけよう。（班活動、発表） 

３ 主語と述語の関係が、「おや？」と思われる文があれば、発表しよう。 

４ どう書き直したら正しい文になるか相談し、発表しよう。（班活動、発表） 

５ 推敲して書き直した文章を読み直してみよう。 

６ 本時のまとめをする。 

 

 

 

小学校 国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率が５０％以下 無解答率１０％以上 

Ａ-５ ○  

Ａ-８-オ ○ ○ 

Ｂ-１-三 ○  

Ｂ-２-二 ○  

Ｂ-３-二 ○ ○ 

 正答率が５０％に満たない「問い」、無解答率が１０％を超える「問い」 

についての分析、考察及び今後の改善に向けた方策等について 
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誤答分析・考察 

〇 出題されている「積、責、績」は、いずれも第４，５学年に配当されている漢字である。 

〇 選択肢の漢字の音読みはいずれも「セキ」であるが、どの漢字がふさわしいか漢字の持つ意

味を考えながら漢字を使用する力が求められる。 

改善に向けた方策 

〇 漢字の繰り返し練習のみならず、文脈の中でどの漢字がふさわしいか、その意味を考えなが

ら習得していく取組が大切である。 

正答 ８－オ  

正答率４５．６%  

 無解答率１０．５％ 

１ 「積極的」と同じ

漢字を使用しているの

は、「三角形の面積を求

める。」である。 

学習活動例 

１ ドリル学習において、文脈に沿って最適な漢字を選ぶなど、出題の仕方を考える。 

２ 辞書を活用した学習の工夫（同じ音、似た形等の漢字を集める。） 

３ 教室内の言語環境の整備（カードや短冊などにして掲示し、日常的に視覚に訴えるなどの

取組） 
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正答例 Ｂ-１-三 正答率３０．７%  

 北川さんが話したように、わたしも言葉を省略して話す人は確かに多いと思います。これから

は、相手や場に合っているかどうかを考えながら、言葉をなるべく省略せずに使っていきたいと

思います。（９１字） 

時代によって言葉の使われ方は変わると小池さんは言っていました。だからこそ、言葉の本来

の意味や使い方をきちんと学ぶべきだとぼくは思います。これからは、言葉本来の使い方を調べ

て使っていきたいです。（９８字）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習活動例〔本問いの類似題材として〕 

    □言葉の使い方を見直すために、話し合おう□ 

「～ 日常生活の中で使っている言葉は、みだれているか ～」 

 

１ めあてを確認する。 

２ 「日常生活の中で使っている言葉は、みだれているか」について、自分の考えを持つ。 

     ※具体的な例を取り上げ、聞き手に訴えることができるように留意させる。 

３ 話し合いに参加する。 

４ 他の人の発表を聞き、自分の考えを見直す。 

５ まとめをする。 

     ※「これから言葉をどのように使っていきたいか」に配慮しながらまとめる。 

誤答分析・考察 

〇 一、二の問いが四者択一で解答できるのに対して、三は発表者のいずれかの意見を取り上げ、

自分がこれからどのように言葉を使っていきたいかという自分の考えも含め、字数制限のある

中で解答することが求められている。 

〇 誤答の多くは、「これから言葉をどのように使っていきたいか」については書けているものの、

発表者の取り上げ方と取り上げたことに対する意見が十分に書けていないケースが多かった。 

改善に向けた方策 

〇 話し手の意図を捉えながら聞き、自分の意見と比較するなどして、話したり、書いたりする

力を身に付けさせることが大切である。また、話し合い活動の機会や場を多く経験させるとと

もに、話し合い活動を振り返る学習も大切である。 

〇 国語科はもとより、特別活動の学級活動における話し合い活動などとリンクさせた取組など

も考えられる。 
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学習活動例〔本問いを学習した後の発展として〕 

 「～ 今月の給食こんだてから、おすすめこんだてを紹介しよう ～」 

１ めあてを確認する。 

２ おすすめしたいこんだてを選ぶ。（班活動で） 

３ 学校給食センターからの「給食だより」や「こんだて紹介放送原稿」などを参考に、おすす

めする文章を考える。（必要に応じて、図書室を活用したり、インターネット等を利用したり

して、情報を収集する。） 

４ まとめたことを班ごとに発表する。 

５ 他の班の発表を評価しあう。 

６ まとめをする。 

正答例 Ｂ-２-二  

正答率１１．４%  

 （「かみかみあえ」は、）す

るめが入っていて、よくかん

で食べるこんだてです。よく

かむため、だ液がたくさん出

て、口の中をきれいに保つの

で、むし歯になりにくいので

す。（７８字） 

誤答分析・考察 

〇 むし歯を防ぐ効果として、「よくかむこと」は書けているものの、「だ液がたくさん出て、口

の中をきれいに保つこと」が書けていないために誤答となっているケースが最も多い。キーワ

ードを見つけ出し、それらを関連付けて文章化するような「書く活動」の充実が求められる。 

〇 無解答は、全国、兵庫県と比較してやや少ない。 

 

改善に向けた方策 

〇 推薦する理由を明確に伝えるためには、事例を挙げて具体的に説明することが有効である。

「保健室の先生の話から分かったこと」などの与えられた条件の中からキーワードを見つけ出

し、関連付けて整理し、それをもとに文章を組み立てていくなどの学習活動に取り組む。 

〇 学校給食の他のこんだてを例に、推薦する文章を書く学習活動に取り組む。 
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正答例 Ｂ-３-二 正答率４６．５%  無解答率１５．７％ 

 （また、）湯川博士は大学を卒業した後も、昼夜を問わず研究のことを考え、ふとんに入ってか

らも次々にうかんでくるアイディアをわすれないために、まくらもとにはノートを置くようにし

ていた。（８８字） 
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誤答分析・考察 

〇 誤答の多くは、【伝記「湯川秀樹」の一部】から言葉や文を取り上げて書けていないものであ

る。示された＜条件＞を十分に理解せずに解答していると考えられる。また、無解答の割合は

全問題を通じて、最も高い割合である。 

改善に向けた方策 

〇 目的に応じて、複数の本や文章などを選んで効果的に読んだり、文章の内容を的確に押さえ、

自分の考えを明確にしたりしながら読む学習活動に取り組む。 

〇 児童一人一人の興味・関心や読書経験に応じて、様々な人物の伝記に触れることのできるよ

う読書環境を整える。 

学習活動例〔共通教材としてのある人物の伝記を学習した後の発展として〕 

 「～ 自分が気になる人物の伝記を読み、自分の生き方について考えよう ～」 

１ めあてを確認する。 

２ 自分が取り上げた人物の伝記を読む。（複数あれば、比較しながら読む。） 

３ 共感するところ、自分との共通点や相違点などを中心に、自分の生き方について、考えをま

とめる。 

４ 他の人の書いたまとめの発表を聞く。 

５ 参考になるところがあれば、取り入れつつ推敲し、最終的なまとめを仕上げる。 

６ まとめをする。 
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誤答分析・考察 

〇 第５学年「数と計算」、「算数的活動」の領域の問題である。 

〇 □ｇの場所が解答できている者は６１．５％いるが、０．４ｍ、６０ｇの場所が解答できて

いない者が、そのうち３分の１程度いる。 

改善に向けた方策 

〇 問いの場面における二つの数量の関係を理解できるように、様々なケースを図や数直線を活

用し考察したりする中で、問題場面と数直線を、式と関連付けて考え、乗法や除法の関係を理

解させる。実感的に理解するために、実際の針金を用いて体験的に学ぶことも考えられる。 

正答 Ａ－１（２） 正答率 3９.５% 

０．４ｍ…エ  ６０ｇ…ア  □ｇ…イ 

学習活動例〔本問いを題材として〕 

１ １ｍの針金と５０ｃｍの針金の重さを比較する。 

２ 数直線上で、様々なケースを考える。 

３ 問いの場面と数直線を式と関連づけて考え、乗法や除法の関係を捉える。 

小学校 算数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率が５０％以下 無解答率１０％以上 

Ａ-１-（２） ○  

Ａ-２ ○  

Ａ-４-（２） ○  

Ａ-７-（１） ○  

Ａ-７-（２） ○  

Ａ-８ ○  

Ａ-９ ○ ○ 

Ｂ-１-（２） ○ ○ 

Ｂ-２-（２） ○  

Ｂ-３-（１） ○  

Ｂ-３-（２） ○  

Ｂ-５-（１） ○ ○ 
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学習活動例〔本問いを題材として〕 

「『混み具合』の比べ方を理解しよう」 

１ めあてを確認する。 

２ １㎡のブルーシートに１人が立った場合と２人が立った場合の混み具合について考え、発表

する。（体験的に作業する。） 

３○ウと○エの式の持つ意味を考え、発表し合う。 

４○ウと○エの式の説明としてふさわしい選択肢はどれか発表する。 

５ まとめをする。 

誤答分析・考察 

〇 第３～５学年「数と計算」の領域の問題である。 

〇 小数の除法の意味について十分に理解できていないため、「４」は選択できているが、誤って 

「１」を選んでいる者が最も多く２３．７％いる。 

改善に向けた方策 

〇 図や数直線などを用いて、数量関係を的確に捉え、立式できるようにする。 

正答 Ａ－２ 正答率 3９.５% 

「２」、「４」 

正答 Ａ-４-（２） 正答率３９．５%  

 １ １㎡あたりの人数は２人と1.8人な

ので、○ウ のほうがこんでいる。 

学習活動例〔本問いを題材として〕 

平成３０年度全国学力・学習状況調査報告書（小学校算数）参照（Ｐ３４） 

誤答分析・考察 

〇 ３または４と解答している者が４６．８％おり、１㎡当たりの人数を求める除法の式の意味

を理解していないと考えられる。 

改善に向けた方策 

〇 どちらを単位量として設定しているのかについて判断できるようにすることが大切であり、

式の持つ意味をしっかりと考えさせる必要がある。 
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誤答分析・考察 

〇 百分率を求めることができるかどうかを見る問いである。 

〇 ２（２．５％）と解答している児童が３６．０％いる。基準量と比較量を正しく捉えること

ができていないと考えられる。 

改善に向けた方策 

〇 設問の場面から基準量と比較量を正しく捉え、（比較量）÷（基準量）で割合を求めることが

できるようにする。その際、例えば、方眼紙などを用いて図や数直線などに表し、視覚的に理

解する方法なども考えられる。 

誤答分析・考察 

〇 ２（円周の長さ×直径の長さ）と解答している児童が３７．７％いる。円周率を求める式と

円周を求める式を混同していると考えられる。 

〇 ４（直径の長さ÷円周の長さ）と解答している児童も１６．７％おり、円周率が円周の直径

に対する割合ではなく、直径の円周に対する割合であると捉えていると考えられる。 

改善に向けた方策 

〇 身近なもの（コップ、お皿、おぼん、タイヤなど）を用いて、作業的・体験的に円周率が円

周の直径に対する割合であることを理解できるようにさせる。 

〇 作業的・体験的な活動を通して、直径の長さと円周の長さの関係について理解できるように

させる。 

正答 Ａ-７-（１）正答率３０．７% 

３ 円周の長さ÷直径の長さ 

     Ａ-７-（２）正答率４５．６％   

ア ２（倍） 

正答 Ａ-８ 正答率４０．４%   ３ ４０％ 

学習活動例〔本問いを題材として〕 

「集まった子どものうちに占める小学生の割合を求めよう。」 

１ めあてを確認する。 

２ 方眼紙を用いて、それぞれの人数を図に表す。 

３ およその見通しを話し合う。 

４ 計算で百分率を求める方法を考える。 

５ まとめをする。 

学習活動例〔本問いを題材として〕 

「直径を２倍、３倍としたら、円周の長さはどうなるだろうか。」 

１ めあてを確認する。 

２ 直径を２倍、３倍とした時の円周の長さを測定する活動をし、結果を表にまとめる。 

３ 結果を考察する。 

４ まとめをする。 
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学習活動例〔本問いを題材として〕 

「４つのグラフのうち、□の説明に当てはまるグラフをさがそう。」 

１ めあてを確認する。 

２ Ａ地点と他の地点の気温を表したグラフから変化の特徴を考える。（班活動） 

３ 各班でまとめたことを発表する。 

４ 発表を整理し、□の説明にあうグラフは、どれになるか考える。 

５ まとめをする。 

正答 Ａ-９ 正答率４３．９%  

無解答率 １７．５％  

２（Ａ地点とＣ地点の気温調べ） 

誤答分析・考察 

〇 １のグラフ（Ａ地点とＢ地点の気温調べ）と解答している児童が２２．８％いる。時間の経

過に伴う気温の変化の様子に関する事柄は読み取れているものの、同時刻の気温の違いに関す

る事柄が読み取れていないためと考えられる。 

改善に向けた方策 

〇 グラフの増減の様子を視覚的に捉え、グラフ全体の変化の特徴とともに、グラフの部分の変

化の特徴にも着目して考察できるようにすることが大切である。 
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正答例 Ｂ－１（２） 正答率４２．１%  

無解答率１４．０％ 

点Ｃのまわりには、正三角形が２つと正六

角形が２つしきつめられています。正三角形

の１つの角の大きさは６０°で、正六角形の

１つの角の大きさは１２０°なので、点Ｃの

まわりに集まった角の大きさの和は、６０×

２＋１２０×２＝３６０で、３６０°です。 

誤答分析・考察 

〇 着目した図形の名称は書けているが、その図形の１つの角度を誤って解答している児童が 

１４％いる。 

改善に向けた方策 

〇 図形の構成要素や性質を基に、筋道を立てて考え、事柄が成り立つことを説明することがで

きるようにする。 

学習活動例〔本問いを題材として〕 

・それぞれの模様について、説明し合う活動を取り入れ、筋道を立てて説明したり、書いたり

できるようにする。 
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正答 Ｂ－２（２） 正答率４３．０%   玉を投げる時間を〔５０〕秒にすればよい。 

１２８秒 １７８秒 

１６０秒 ２２０秒 

 

学習活動例〔本問いを題材として〕 

   「グラフの特徴を読みとろう。」 

１ めあてを確認する。 

２ グラフをもとに、どんなことが分かるか話し合い、まとめる。（班活動） 

３ 班のまとめを発表し合い、変化、総数などの観点で分類する。 

４ まとめをする。 

誤答分析・考察 

〇 誤答率が最も高いのは、入った玉を数える時間、１回の玉入れゲームの時間は、それぞれ書

けているものの、１回のゲームに要する３分（１８０秒）に最も近い時間が書けていないケー

スである。 

改善に向けた方策 

〇 身近な課題を解決するために、情報収集し、表に整理したり、条件にあう事柄について適切

に判断したりするなどの具体的な活動を通して、試行結果をもとに考察する態度を育成する。 

正答例 Ｂ－３（１）（２） 正答率 （１）１１．４%  （２）１９．３％ 

（１） メモ１は、１２月の人数に着目して書かれていて、メモ２は、７月の人数と１２月の人

数の差に着目して書かれている。 

（２）  ○ア １（１・２年生）    ○イ ５（大きい） 

誤答分析・考察 

〇 誤答の中ではメモ１については書けているものの、メモ２について書けていないものが一番多

く１０．５％である。 

改善に向けた方策 

〇 メモの数字がグラフのどのような特徴から出てきているものか、複数の観点でグラフを捕らえ

て、情報を読み取ることができるようにすることが大切である。 
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学習活動例〔本問いを題材として〕 

★君は、教室のデコレーター！！★ 
「黒板に輪かざりを取り付けるには、何枚の折り紙が必要か説明しよう。」 

１ めあてを確認する。 

２ 与えられた情報（条件）を整理し、数量の関係を関係づける。 

   ・５０ｃｍごとに輪かざりを１本かざる。→何本いるか。 

   ・折り紙の輪３０個で輪かざり１本を作る。→・１枚の折り紙で折り紙の輪を５個作る 

→１本の輪かざりを作るのに何枚の折り紙が必要か。 

３ 数量の関係を見出し、相手に分かりやすく説明できるようまとめる。 

４ 発表し合い、相互評価する。（論理的に考察し、聞き手に分かりやすく説明できたか。） 

５ まとめをする。 

正答例 Ｂ－５（１） 正答率３１．６% 無解答率２０．２％ 

 黒板に輪かざりをつけるために必要な折り紙の輪の個数は、３０×１４＝４２０で、４２０個

です。黒板に輪かざりをつけるために必要な折り紙の枚数は、４２０÷５＝８４で、８４枚です。 

だから、折り紙の枚数は、１００枚あれば足ります。 

誤答分析・考察 

〇 算数Ａ・Ｂを通して、最も無解答率が高い。 

〇 複数の情報を関連付けて、論理的に考察し、説明できていない割合が４割弱ある。 

改善に向けた方策 

〇 複数の情報から、枚数、本数、個数などの数量を解釈し、関連付けて論理的に考察する活動

などを通して、児童自らが根拠を明確にしながら自分の考えを相手に、より分かりやすく伝え

ようとする態度を育成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 17 - 

 

学習活動例〔本問いを題材にして〕 

「人の腕が曲がる仕組みを知ろう」 

１ 本時のめあてを確認する。 

２ ペアになり、腕の筋肉や関節が実際どのように動いているか触れてみる。 

３ 模型を用いて、実際に筋肉や骨、関節に当たる部分の観察をする。 

４ 観察結果などを発表しあう。 

 ５ 教材ＤＶＤを見る。 

６ 振り返りシートに本時のまとめする。 

誤答分析・考察 

〇 第４学年「Ｂ 生命・地球」の領域の問題である。 

〇 腕の骨や筋肉のつくりと働きについて十分に理解できていないため、誤って「４」を選んで

いる者が最も多く４０．４％いる。 

改善に向けた方策 

〇 模型などを用いて、実際に筋肉や骨、関節に当たる部分がどのような動きをしているのか観

察し、説明できるようにする。 

小学校 理科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率が５０％以下 無解答率１０％以上 

１-（４） ○  

２-（３） ○  

４-（３） ○  

４-（４） ○  

正答 １－（４） 正答率 

４３．０% 

「２ Ａの筋肉が縮み、骨

と骨のつなぎ目でうでを曲

げること。」 
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誤答分析・考察 

〇 「３ 外側だけが削られる」と解答し、その【わけ】を書いている児童が、５５．３％いる。 

このように解答した児童は、川の曲がっている外側は流れが速く侵食の働きが見られ、内側で

は流れが遅く堆積の働きが見られるという、既習の知識のみをよりどころにして解答している

と考えられる。  

改善に向けた方策 

〇 既習の知識だけにとどまらず、観察や実験の結果から得られた「事実」とそのことを説明で

きる「解釈」の両方を示しながら説明できる力を身に付けさせることが大切である。 

正答 ２-（３） 正答率２１．１% 

【番号】１  

【わけ】２本のペットボトルの水を同時に流して、水の量を増やすと、みぞの曲がっていると

ころの外側と内側の両方とも棒がたおれたから。 

正答 ３-（４） 正答率４８．２% 

 

学習活動例〔本問いを題材にして〕 

  「水量が増えた場合には、内側と外側の削られ方はどうなるだろうか。」 

１ 本時のめあてを確認する。 

２ 既習事項を振り返る。（川の流れと侵食、堆積など） 

３ 実験をし、結果を表に表す。 

４ 結果を考察し班で話し合い、まとめる。 

５ 考察のまとめを発表し合う。 

６ 本時を振り返り、まとめをする。 
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学習活動例〔本問いを題材にして〕 

 「午後１時頃から午後３時頃に発電して、プロペラを回すにはどうすればよいだろうか。」 

１ 本時のめあてを確認する。 

２ 既習事項を振り返る。（太陽の動き、発電のしくみなど） 

３ 実験をする。 

４ 結果を考察し班で話し合い、まとめる。 

５ 考察のまとめを発表し合う。 

６ 本時を振り返り、まとめをする。 

誤答分析・考察 

〇 「４０８ｇになる。」を選んでいる児童が最も多く、３６．８％いる。このように解答し

た児童は、食塩水の増えた体積分だけ全体の重さも増えると理解していると考えられる。 

改善に向けた方策 

〇 「物を水に溶かしても重さは変わらない」という既習内容を踏まえて考察することが大

切である。「物が水に溶ける」ことについては、視覚で捉えることができないため、絵や図

等を活用して理解を促すことも考えられる。 

正答 ４-（３）  

正答率２８．１%    

３ ４１２ｇになる。 

誤答分析・考察 

〇 無解答は０．９％と少ないものの、正答以外の選択肢を選んでいる児童が５０．９％い

る。 

１日の太陽の動きや午後１時頃から午後３時頃の太陽の位置は、南よりも南西側であるこ

となどが十分に理解できていないためと考えられる。 

改善に向けた方策 

〇 複数の領域や単元の知識を適用して考えることが求められており、これまで習得した知

識を整理しつつ、問いに正対して考えていくことが求められる。 

学習活動例〔本問いを題材にして〕 

 「４００ｍｌの水に１２ｇの食塩を溶かすと、全体の重さはどうなるだろうか。」 

１ 本時のめあてを確認する。 

２ 既習事項を振り返る。（物の溶け方の規則性など） 

３ 実験をする。 

４ 結果を考察し班で話し合い、まとめる。 

５ 考察のまとめを発表し合う。（絵や図等の活用） 

６ 本時を振り返り、まとめをする。 
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正答例  ４-（４） 正答率２７．２%  「食塩水の食塩は、蒸発しない。」 

誤答分析・考察 

〇 「食塩が残るので、水が蒸発しても残る。」の解答のように、結論またはその根拠として、

溶かした食塩が残る様子を示す趣旨の記述や「食塩は蒸発する。」のように、食塩は蒸発す

るといった誤った知識に基づいて記述している児童が、あわせて５２．７％いる。 

改善に向けた方策 

〇 実験結果から得られた事実と事実から解釈したことを「実験結果から言えること」とし

て説明できるように、実験結果を基に分析し、問題に正対したまとめができるようにする。

そのためには、話し合い活動などで、他者の考えを聞き、自分の考えを振り返ったりする

ことなども求められる。 

学習活動例〔本問いを題材にして〕 

「問いに示された実験方法や実験結果から言えることをまとめてみよう。」 

１ 本時のめあてを確認する。 

２ 示された実験方法や実験結果を確認する。 

３ 【実験の結果から言えること】のゆかりさんのまとめについて班で話し合う。 

４ 話し合いの結果を発表し、意見を交換し合う。 

５ 本時を振り返り、まとめをする。 
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誤答分析・考察 

〇 正答以外の漢字を書いている生徒の割合は、それぞれ６．２％、８．５％である。 

改善に向けた方策 

〇 日々の学習活動において、文脈に即して漢字を読んだり、書いたりできるようにする。

その際、必要に応じて、辞書などを活用して漢字の意味や用法を確認し、漢字を正しく読

んだり、書いたりする態度や習慣を養う。 

正答 Ａ-８-一-１ 無解答率１２．４% 

Ａ-８-一-３ 無解答率２０．９％  

１ 束（ねる） ３ 許（す） 

Ａ-８-三-エ 四-２ 正答率２４．８% 

２ せき 

Ａ-８-四-２ 正答率２０．２％ 

（例）私は、スポーツ選手の努力する姿に 

                               （心を打たれた。） 

中学校 国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率が５０％以下 無解答率１０％以上 

Ａ-８-一-１  ○ 

Ａ-８-一‐３  ○ 

Ａ-８-三-エ ○  

Ａ-８-四-２ ○  

Ａ-８-六-２  ○ 

Ｂ-１-一 ○  

Ｂ-１-三 ○  

Ｂ-２-三 ○  
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誤答分析・考察 

〇 誤答の多くは、現代仮名遣いに直すのではなく、その意味を応えている生徒である。 

〇 無解答者は、現代仮名遣いに直すということが、どのようなことなのかを理解していな

いことが考えられる。 

改善に向けた方策 

〇 音読による学習活動を大切にし、古典特有のリズムを味わいながら体得していく指導が

求められる。 

正答 Ａ-８-六-２ 無解答率１０．１% 

「とおさざるなし」 

学習活動例 

  「現代仮名遣いについて知る」 

１ 本設問を用いて、現代仮名遣いについて学習する。 

２ 類似の問題をする。 

３ まとめをする。 
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誤答分析・考察 

Ｂ-１-一について 

〇 最も誤答の多い選択肢は、「1 －部分①「本来の意味ではない（イ）『上下を気にしな

いでよい』を選んだ人の割合（２９．２％）」である。（３３．８％） 

「全体では」で始まる段落を説明するグラフと、「年代別に見ると」で始まる段落を説明

するグラフを結びつけながら、内容を正しく読み捉えることができていないと考えられる。 

Ｂ-１-三について 

〇 正答の条件として示されている 2 つの条件（報告書参照）をいずれも書けていない誤答

が最も多い。目的に応じて文章を読み、内容を的確に捉えてまとめることが求められる。 

改善に向けた方策 

〇 類似の説明文教材などを用いて、目的に応じて文章の内容を的確に読み取る学習活動に

取り組む。その際、例えば、中心部分と付加的部分、事実と意見、段落相互の関係、文章

と図表の関係などに留意して読み取るなどの活動が考えられる。 

正答 Ｂ-１-一 正答率４７．３% 

３ （－部分③「どの年代でも４人に１人以上の割合で、本来とは逆の意味で考えている。」） 

Ｂ-１-三 正答率１３．２％  

（例）現在は、「してはならないこと」という意味を表す際に、「無用」以外の言葉を使うこ

とが多く、「無用」という意味に「してはならないこと」という意味があることが分かりにく

くなっているのかもしれないから。 

また、「天地無用」は「逆にすること」に当たる内容が省略された言い方になっていて、それ

に気付かないと「無用」を他の意味で捉えかねないから。 
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誤答分析・考察 

〇 ２４％の生徒が、「２ 聞き手とのやりとりを通して生まれた新たな考えをもとに、【資

料】の中の１と２の情報を使って発表をまとめる。」を選んでいる。 

  【資料】の１と２の情報については、すでに発表の中で用いており、「最後にロボットに

期待すること」としては、資料の中の３の情報を取り上げながら発表をまとめることが、

目的に合った適切な話の進め方であることが、十分に理解できていないと考えられる。 

改善に向けた方策 

〇 テーマに沿って、調べたことや考えたことなどを発表する学習活動を取り上げ、そのた

めに必要な情報を収集したり、それらをもとに発表したりする機会や場を設ける。 

〇 国語科のみならず、他教科等との関連も考えながら、学習活動を展開することも考えら

れる。 

正答 Ｂ-２-三 正答率４５．７% 

 １ （これまで話してきた内容や聞き手とのやりとりを踏まえた上で、【資料】の中の 3

の情報を取り上げながら発表をまとめる。） 

学習活動例 

 平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた「授業アイディア例」（中学校）参

照（Ｐ７～Ｐ８） 
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学習活動例 

  「誤答を分析しよう。どこに問題があったのだろうか。」 

１ 本設問を用いて、誤答例などを話し合い、正答を考える。 

２ 類似の問題に取り組む。 

３ まとめをする。 

正答 Ａ-２ （１） 正答率 3１.８%  無解答率 １０．９％  ３ａ＋４ｂ≧１５ 

（４） 無解答率 １０．１％  ａ＝２Ｓ／ｈ 

誤答分析・考察 

Ａ-２ （１）について 

〇 不等式で表すよう問われているにも関わらず、３ａ＋４ｂ＝１５と解答している誤答が

最も多く、１７．８％いる。 

〇 無解答率は、全国、兵庫県に比べて、やや多い。 

Ａ-２ （４）について 

〇 無解答率は、全国、兵庫県に比べて、やや少ない。 

〇 ａについて解くことが求められているが、その過程で正しく式の変形ができていないと

考えられる解答も多くみられる。 

改善に向けた方策 

〇 「以上」、「より」などの言葉に留意しつつ問いに正対する。 

〇 ａについて解く、ｈについて解くなど、目的に応じて等式を変形できるようにする。 

中学校 数学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率が５０％以下 無解答率１０％以上  正答率が５０％以下 無解答率１０％以上 

Ａ-２-（１） ○ ○ Ｂ-１-（１）  ○ 

Ａ-２-（４）  ○ Ｂ-１-（３） ○ ○ 

Ａ-５-（４） ○  Ｂ-２-（２） ○ ○ 

Ａ-８ ○  Ｂ-３-（３） ○ ○ 

Ａ-９-（２）  ○ Ｂ-４-（２） ○  

Ａ-11-（１） ○ ○ Ｂ-４-（３） ○ ○ 

Ａ-12 ○  Ｂ-５-（１） ○ ○ 

Ａ-15 ○  Ｂ-５-（２） ○  
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学習活動例 

「四角錐の体積は、それと底面が合同で高さが等しい四角形の体積のいくらに 

当たるだろうか。」 

１ めあてを確認する。 

２ 結果の予想を立てる。 

３ 模型を用いた実験により測定を行う。 

４ 結果を発表し合う。 

５ まとめをする。 

正答 Ａ-５–（４） 正答率 ３９．５% 

イ １／３倍 

正答 Ａ-８ 正答率 ３６．４% 

イ ①は証明できているが、②は証明できていない。  

誤答分析・考察 

〇 無解答は０％であるが、１／２倍と解答している生徒が２９．５％いる。 

改善に向けた方策 

〇 四角錐の体積は、それと底面が合同で高さが等しい四角形の体積の１／３であることを

理解できるようにするため、模型を用いた実験により体験的に確かめる活動を通して、理

解を深めることなどが考えられる。 
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学習活動例〔本問いを活用して〕 

「対頂角は等しいことを証明しよう。」 

１ 本時のめあてを確認する。 

２ 具体的な角度で対頂角は等しいことを証明する。 

３ この方法での課題について考える。 

４ 演繹的な推論が必要であることを知る。 

５ 演繹的方法で説明する。 

６ 類似の問いをする。 

７ まとめをする。 

正答 Ａ-９-（２） 無解答率 １４．０%   １≦ｙ≦２ 

学習活動例〔本問いを活用して〕 

１ 本時のめあてを確認する。 

２ グラフ上でｘの変域を確認し、与えられたｘの変域に対応するグラフ上の点を求める。 

３ それらを端点とするグラフ上の部分がどこになるか確認する。 

４ そのグラフの部分を y 軸に対応させて、y の変域を読み取る。 

５ 類似の問題に取り組む。 

６ まとめをする。 

誤答分析・考察 

〇 「ア ①も②も証明できている。」と解答している生徒が５４．３％おり、全国、兵庫県

の誤答率よりもかなり高い。 

改善に向けた方策 

〇 ①と②の証明の仕方の違いについて理解し、帰納的に調べていく方法と演繹的に推論し

ていく方法の違いを確認することで、証明の必要性と意味について理解を深めることがで

きるようにする。 

誤答分析・考察 

〇 無解答率は、全国、兵庫県よりやや高い。 

〇 グラフから変域を読み取れていない生徒や、変域の意味を理解できていない生徒が 

３４．２％いる。 

改善に向けた方策 

〇 グラフを用いて変域を視覚的に捉えたりする活動を取り入れ、理解を促す。 
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誤答分析・考察 

〇 無解答率は全国、兵庫県よりもやや低い。 

〇 ｘの値の変化に伴う y の増加量を求められていない解答が４１．９％みられる。 

改善に向けた方策 

〇 表やグラフを活用して、視覚的に確認しながらｘの値の増加に伴う y の増加量を求める活

動などを取り入れることが考えられる。 

学習活動例〔本問いを活用して〕 

１ 歩いた道のりｘｍと残りの道のりｙｍは一次関数であることを確認する。 

２ ｘとｙの関係を式で表す。その式を「ｙ＝ 」の式に変形する。 

３ 一次関数の式の形と比較し、同じ形になっていることを確認する。 

 ４ まとめをする。 

正答 Ａ-１１-（１） 正答率 ４６．５％ 

無解答率１１．６% 

増加量；６ 

解答例 Ａ-１２  正答率 ３８．０％ ウ（ｙはｘの一次関数である。） 

誤答分析・考察 

〇 「反比例する」、「正比例、反比例、一次関数のいずれでもない」と解答している生徒が

全国、兵庫県と同程度おり、あわせるといずれも５割程度である。一次関数の意味を理解

できていないと考えられる。  

改善に向けた方策 

〇 生活に身近な事象の中から２つの数量を取り出し、それらの変化や対応の様子を調べる

ことを通して、２つの数量の関係が一次関数かどうかなどを判断する学習活動が考えられ

る。 
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学習活動例〔本問いを活用して〕 

１ 本時のめあてを確認する。 

２ 実験をする。（１０回、５０回、１００回、５００回、１０００回と様々なケースを実

験する。） 

３ 実験による結果を表やグラフにまとめる。 

４ 実験結果を表した表やグラフから分かったことを数学的な表現を用いてまとめる。 

５ 発表し合う。 

６ まとめをする。 

解答例 Ａ-１５  正答率 ３４．９％  

 イ（硬貨を投げる回数が多くなるにつれて、表の出る相対度数のばらつきは小さくなり、

その値は０．５に近づく。） 

誤答分析・考察 

〇 誤答率が最も高いのは、「ア 硬貨を投げる回数が多くなるにつれて、表の出る相対度数

のばらつきは小さくなり、その値は１に近づく。」で、２５．６％である。この解答をした

生徒は、相対度数の値が一定の値に近づくことは理解しているものの、その値の捉え方を

間違えているためと考えられる。  

改善に向けた方策 

〇 確率の意味について、問いにあるような実験を通して、体感的に理解できるようにする

ことが考えられる。 
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正答 Ｂ-１ （１） 無解答率 １１．６％   （答）０．７ 

（３） 正答率 ３４．２％ 無解答率 ２０．９％   

           （例）全校の回答用紙９０枚をくじにする場合は、全部で９０通り

の出方があり、Ｆが選ばれるときは、場合の数が２７通りな

ので確率は３／１０（０．３）である。また、１年生の回答

用紙５０枚だけをくじにする場合は全部で５０通りの出方が

あり、Ｆが選ばれるときは、場合の数が２０通りなので確率

は２／５（０．４）である。２つの場合の確率を比べると３

／１０（０．３）より２／５（０．４）の方が大きい。よっ

て、全校の回答用紙９０枚をくじにする場合よりも１年生の

回答用紙５０枚だけをくじにする場合の方がＦが選ばれやす

い。 

学習活動例 

平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた「授業アイディア例」（中学校）参

照（Ｐ９～Ｐ１０） 

誤答分析・考察 

Ｂ-１ （１）について 

〇 ０．７という割合は、（５５＋５３＋５２＋５０）÷３００で求められるが、（ ）内の合

計である２１０と答え、問いに正対していないものが６．２％みられる。また、無解答者は

割合を求めることがどういうことか十分に理解できていないと思われる。 

Ｂ-１ （３）について 

〇 正答率のうち、すべての条件を満たして書けている生徒は４．７％、一部の条件を満たし

て書けている生徒は２９．５％である。 

改善に向けた方策 

〇 確率の意味を確実に理解させる。 

〇 説明に当たっては、例えば、説明する事柄（Ｂ）とその根拠（Ａ）を明確に区別し、「（Ａ）

であるから（Ｂ）である。」のように、判断の理由を数学的な表現を用いて説明できるよう

な学習活動に取り組むことが考えられる。 
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学習活動例 

平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた「授業アイディア例」（中学校）参

照（Ｐ１１～Ｐ１２） 

正答例 Ｂ-２ （２） 正答率 ３０．４％ 無解答率 ２７．１％   

  はじめの数として入れる整数をｎとすると、計算結果は、 

   （ｎ－４）×３＋ｎ＝３ｎ－１２＋ｎ 

            ＝４ｎ－１２ 

＝４（ｎ－３） 

  となる。（ｎ－３）は整数だから、４（ｎ－３）は４の倍数である。したがって、はじめ 

の数として、どんな整数を入れても、計算結果はいつでも４の倍数である。 

誤答分析・考察 

〇 正答率のうち、すべての条件を満たして書けている生徒は１０．１％、一部の条件を満

たして書けている生徒は２０．３％である。 

〇 ４の倍数であることを説明するためには、４×（整数）の形にすればよいという見通しを

持つことができていないと考えられる。 

改善に向けた方策 

〇 事柄が一般的に成り立つ理由を説明するためには、文字式や言葉を用いて根拠を明確に

して説明できるような学習活動に取り組むことが考えられる。 
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学習活動例 

平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた「授業アイディア例」（中学校）参

照（Ｐ１３～Ｐ１４） 

誤答分析・考察 

〇 誤答の類型、無解答率とも、全国、兵庫県と同程度で同様の傾向を示している。 

〇 ダイヤグラムに馴染みがないため、問いの理解が十分でなかったことも考えられる。 

改善に向けた方策 

〇 ダイヤグラムのように、日常生活との関わりの中で数学的に表現された結果を事象に即

して解釈するような学習活動に取り組むことが考えられる。 

正答例 Ｂ-３–（３） 正答率 １０．２％  無解答率 ３４．１％  

 列車アと列車エの２つのグラフについて、ｙの値が６の時のｘの値の差を求める。 

解答例 Ｂ-４–（２） 正答率 ３４．９％   

    Ｂ-４–（３） 正答率 ３８．０％ 無解答率 ２５．６％ 

（２）ウ ＯＡ＋ＡＥ＝ＯＣ＋ＣＦ 

（３）四角形ＡＢＣＤが正方形ならば、四角形ＥＢＦＤはひし形になる。 

誤答分析・考察 

Ｂ-４–（２）について 

〇 誤答としてア、イ、オのいずれかを選択している生徒は、３２．６％である。 

Ｂ-４–（３）について 

〇 無解答の次に多い誤答は、「四角形ＡＢＣＤが正方形ならば、」は書けているが、「四角形

ＥＢＦＤはひし形になる。」が書けていない場合で、２２．５％である。 

改善に向けた方策 

〇 問いの条件が変わったり、条件が付加されたりしても、発展的に考えたり、見いだした

事柄を数学的に表現できるような学習活動に取り組むことが考えられる。 
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正答例 Ｂ-５ （１）正答率 １７．８％ 無解答率 ２４．０％   

                       （答）５６０／３５００×１００ 

    Ｂ-５  （２）正答率 ７．０％ 

（答）イ（通常料金ａについて、団体料金の１０人分が通常料金

の何人分に当たるかを表す式に、ａが含まれていないので、

通常料金が変わっても、団体料金の１０人分が通常料金の何

人分に当たるかは変わらない。）  

誤答分析・考察 

Ｂ-５ （１）について 

〇 誤答として、５６０／３５００、３５００／５６０と解答している生徒が、それぞれ約

１割程度見られる。 

Ｂ-５ （２）について 

〇 イは選べているものの、その理由が説明できていない生徒がほとんどである。 

改善に向けた方策 

〇 説明すべき事柄とその根拠を明確に区別し、数学的な表現を用いて、簡潔に分かりやす

く説明できるような学習活動に取り組むことが考えられる。 
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学習活動例 

「濃度が５％と１０％の砂糖水では、どちらが甘いだろうか。」 

１ 本時のめあてを確認する。 

２ 濃度が５％、１０％の砂糖水１０００ｇの溶質と溶媒の質量はそれぞれいくらにしたら

いいかテープ図を使って考える。（班活動で） 

３ 考えた結果を発表し合う。 

４ 実験をする。 

 ５ それぞれの砂糖水を味覚で確かめる。 

６ 振り返りシートに本時のまとめする。（もっと甘い紅茶を作る場合などを想起させ、日

常生活との関わりなども意識させる。） 

正答 ２-（２） 正答率 ３９．５% 

濃度が低いもの…Ｂ  濃度が３％のもの…Ａ 

誤答分析・考察 

〇 「濃度が低いもの」でＡを選び、誤答の生徒が２７．１％、「濃度が３％のもの」でＢを

選び、誤答の生徒が５８．９％いる。これらの生徒は、濃度に関する概念形成ができてい

ないと考えられる。 

改善に向けた方策 

〇 水溶液における粒子の基本的な見方や概念などについて押さえるとともに、テープ図な

どを用いて溶質、溶媒の割合の関係を視覚的に捉え、理解できるようにする。 

中学校 理科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率が５０％以下 無解答率１０％以上 

２-（２） ○  

３-（１） ○  

４-（２） ○ ○ 

４-（３） ○ ○ 

６-（２）  ○ 

８-（３）  ○ 

９-（２） ○ ○ 
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正答 ３-（１） 正答率 3４.１%   （答）ア（風は東側からふいてくる。） 

学習活動例〔本問いを題材として〕 

「Ａ地点まで台風が来た時、秋菜さんの家ではどちらから風がふいてくるだろうか。」 

１ 本時のめあてを確認する。 

２ 集めた台風情報をもとに班で話し合い、考えをまとめる。 

３ 考えを発表し合う。 

 ４ 天気図上に、人形を置き、風のふいてくる方向を確認する。 

５ 類似問題を考える。 

６ まとめをする。 

誤答分析・考察 

〇 無解答はないものの、西側から風がふいてくると解答している生徒が３４．１％いる。

台風の進路の予想図における台風の位置と、現在の台風の周りの風向を示した図とを適切

に関連づけて、観測地点における風向を予想できていないと考えられる。 

〇 誤答傾向は全国、兵庫県と同じである。 

改善に向けた方策 

〇 広域の気象情報と観測者が捉える気象現象を関連づけて考えたり、説明したりできるよ

うな学習活動に取り組むことが考えられる。 
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４-（２）について 

〇 誤答で最も多いものは、「炎の大きさ」、「炎の色」、「炎の勢い」など、炎に関して当てる

時間以外について記述している場合である。（１４．７％）空気の量を変えることにより、

変化することをあげており、「変えない条件」が指摘できていないと考えられる。 

４-（３）について 

〇 誤答で最も多いものは、◎（酸素）以外の〇（水素）や （炭素）を記述している場合

である。 

改善に向けた方策 

〇 化学変化の前後で原子の種類や数は変化しないという知識を確実に習得させるととも

に、原子モデルや分子モデルを活用して、視覚的に化学反応を理解させるような学習活動

に取り組むことが考えられる。 

正答  ４-（２） 正答率４９．６%  無解答率 １９．４％ （答）（例）金網の位置

４-（３） 正答率４４．２%  無解答率 １５．５％ （答）◎◎ ◎◎ ◎◎ 

＜誤答分析・考察＞ 

正答 ６-（２）  無解答率 １０．１％  

（答）電流０．６０Ａ  抵抗５．０Ω 

誤答分析・考察 

〇 正答率は６３．６％であり、全国、兵庫県よりも高い。無解答率は全国、兵庫県よりも

低い。 

〇 実験の結果を示す表から電流の値を読み取れている生徒は７９．８％であり、概ね良好

である。 

〇 ０．５、５０と解答している生徒が５．４％いるが、計算の途中での位取りを誤ってい

ると考えられる。また、無解答の生徒は、オームの法則を使って抵抗値を求める知識が、

確実に身に付いていないと考えられる。 

改善に向けた方策 

〇 抵抗の異なる抵抗器に加えた電圧と流れる電流の大きさを測定する実験を行い、その結

果を表やグラフに表して考察するような学習活動に取り組むことが考えられる。 

学習活動例 

平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた「授業アイディア例」（中学校）参照

（Ｐ１７～Ｐ１８） 
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正答例   

９-（２） 

正答率２５．６% 無解答率 １７．１％ 

（例）植木鉢の土から水分が蒸発して水蒸気と

なったから。 

正答例  

 ８-（３） 

無解答率 １４．７％   

（例）アルミニウムはど

の物質と反応して温度が

上昇しているのだろう

か。 

 

 

誤答分析・考察 

〇 正答率は７６．７％であり、全国、兵庫県と同程度である。無解答率は全国、兵庫県よ

りも低い。 

改善に向けた方策 

〇 探究の過程を振り返るような学習場面を設定し、解決した課題を別の条件から考えたり、

既習の知識、これまでの経験、実験観察結果などと比較して、新たな疑問を持つような助

言や問いかけをするような学習活動に取り組むことが考えられる。（例；発熱するカイロに

ついて実験したり、学んだことをもとに、新たな疑問を持ち取り組んでみる。） 

学習活動例 

平成３０年度全国学力・学習状況調査報告書（中学校理科）参照（Ｐ６２） 
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誤答分析・考察 

〇 正答率には課題があるが、全国、兵庫県の正答率よりも上回っている。無解答率は全国、

兵庫県よりも低い。 

〇 正答の条件を全く満たせていない解答をした生徒が３３．３％いる。蒸発と湿度に関する

知識を活用して、蒸散以外に湿度を変化させた要因を見出せていないと考えられる。 

改善に向けた方策 

〇 本問いのように、これまでの学習で身に付けた知識や技能も活用し、「原因として考えら

れる要因」を全て挙げ、実験の計画を検討して改善を図るような学習活動に取り組むことが

考えられる。 

学習活動例 

平成３０年度全国学力・学習状況調査報告書（中学校理科）参照（Ｐ８８） 
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（２） 児童生徒質問紙・学校質問紙に関する調査の状況 

ア 学校運営に関する取組状況 

        学校質問紙による回答結果から、香美町における取組状況は次の表のとおりで

ある。 

 ◆学校業務改善の状況について（新規） 

質問番号 質問事項 

小（８３）、中（８０） 学校として業務改善に取り組んでいますか。 

◆ＰＤＣＡサイクルの確立について 

質問番号 質問事項 

小（１８）、中（１７） 児童（生徒）の姿や地域の現状等に関する調査や

各種データ等に基づき、教育課程を編成し、実施、評

価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立してい

ますか。 

◆学習指導等の計画作成時の教職員同士の協力について 

質問番号 質問事項 

小（７９）、中（７６） 学習指導と学習評価の作成に当たっては、教職員

同士が協力し合っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   
 （「教育委員会月報」平成３０年９月号から） 

 よくしている。 どちらかといえば、している。 

小学校 ７校 ３校 

中学校 ４校 － 

 よくしている。 どちらかといえば、している。 

小学校 ４校 ６校 

中学校 １校 ３校 

 よくしている。 どちらかといえば、している。 

小学校 ８校 ２校 

中学校 １校 ３校 

〇 「学校として業務改善に取り組んでいますか。」の問いに対しては、ほとんどの学校が

肯定的に回答している。また、ＰＤＣＡサイクルの確立、学習指導計画等の作成時の教

職員同士の協力体制についても、肯定的に回答している。 

〇 文部科学省による学校質問紙同士のクロス集計でも、業務改善に取り組んでいる学校

ほど、教育課程に関するＰＤＣＡサイクルの確立、学習指導等の計画作成時の教職員同

士の協力が積極的に行われている傾向が見られる。（図表参照） 
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84.2 87.9 

71.7 66.8 

85.1 89.4 
76.8 

70.0 

理科の内容はよく分かるか

Ｈ２７ Ｈ３０

74.5 74.5 

60.0 
54.3 

68.4 
72.9 

65.2 
55.7 

理科は将来役に立つか

Ｈ２７ Ｈ３０

87.2 86.9 
75.9 69.3 

81.6 85.4 
73.6 70.6 

理科の勉強は大切か

Ｈ２７ Ｈ３０

83.5 83.5 

63.0 61.9 

82.4 83.5 

56.6 62.9 

理科は好きか

Ｈ２７ Ｈ３０

イ 理科に関する状況 

  平成２７年度以来、３年ぶりに悉皆調査が実施された理科に関する状況は、概ね次の

どおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔分析及び考察〕 

〇「理科は好きか」の児童は同程度であるが、生徒はやや減少している。また、

平成２７年度、小学校６年で回答した割合と平成３０年度、中学校３年で回答

した割合を比較すると、約２７％減少している。 

〇児童生徒とも「理科の勉強は大切」と考えている割合が、やや減少傾向にある。 

〇「理科の内容がよく分かる」と回答している生徒は、３年前よりやや増加して

いる。 

〇「理科の学習が将来役に立つ」と考えている児童は減少傾向にあるものの、生

徒はやや増加傾向にある。 

〇いずれの問いに対しても、児童の回答割合よりも生徒の回答割合の方が低い傾

向にあるが、履修内容が高度化しているためと考えられる。 

〇理科離れを克服していくためには、自然現象や日常生活と関連付けて指導に当

たるなどの授業改善に取り組み、理科の有用性を児童生徒に十分理解させてい

くことが求められる。 

（注）各問いに対して、「当てはまる」、「どちらかといえば当てはまる」と回答した児童生徒の割合 
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ウ 自己変容の状況について（小６時と中３時の３年間の経過から） 
質問紙の経年比較により、今年度の中学３年生（１２９名）の意識が、小学校６年生（１３３

名）の時（平成２７年度）と比較してどのように変化しているか追跡した。 

＜挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感＞ 
＊数字は平成３０年度生徒質問紙番号          〔％ 上段；香美町 下段；（全国）〕 

質 問 事 項 

小６時の回答

状況 

（Ｈ２７年度） 

中３時の回答

状況 

（Ｈ３０年度） 

全国との比較 

（±2%超で表記） 

※) 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦

していますか。 

78.9 

(76.4) 

 

 

 

 

1) 自分には、よいところがあると思います

か。 

79.7 

(76.4) 

79.1 

(78.8) 

 

3) 将来の夢や希望を持っていますか。 
87.3 

(86.5) 

70.6 

(72.4) － 

4) 学校のきまり〔規則〕を守っていますか。  
90.2 

(91.1) 

97.7 

(95.1) 
 

5) いじめは、どんな理由があってもいけない

ことだと思いますか。 

97.0 

(96.2) 

99.4 

(95.5) 
 

6) 人の役に立つ人間になりたいと思います

か。 

95.4 

(93.7) 

96.1 

(94.9) － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学習に対する関心、意欲、態度＞ 

＊数字は平成３０年度生徒質問紙番号                      〔％ 上段；香美町 下段；（全国）〕 

質 問 事 項 

小６時の回答

状況 

（Ｈ２７年度） 

中３時の回答

状況 

（Ｈ３０年度） 

全国との比較 

（±2%超で表記） 

27) 算数・数学の勉強は好きですか。 
63.2 

(66.6) 

48.1 

(53.9) 
 

28) 算数・数学の勉強は大切だと思いますか。 
94.7 

(93.1) 

85.3 

(83.6) － 

29) 算数・数学の授業の内容はよく分かりま

すか。 

81.2 

(81.0) 

78.3 

(71.0) 
 

31) 算数・数学の問題の解き方が分からない

ときには、諦めずにいろいろな方法を考え

ますか。 

84.2 

(79.6) 

71.3 

(70.3) 
 

33) 算数・数学の授業で学習したことは、将

来、社会に出たときに役立つと思いますか。 

87.3 

(90.3) 

72.9 

(72.9) 
 

38) 理科の勉強は好きですか。 
83.5 

(83.5) 

56.6 

(62.9) 
 

39) 理科の勉強は大切だと思いますか。 
87.2 

(86.9) 

73.6 

(70.6) 
 

 

〔分析〕 

〇  「夢や目標を持っているか。」の回答率が低下しており、将来に向けて夢や志を持って

取り組めるよう、更なるキャリア教育の推進などが求められる。 

〇  規範意識は、全国、香美町とも高まっている。特に、「いじめは、どんな理由があって

もいけないこと。」という意識が高い。これまでからの人権教育の充実による人権意識の

高揚によると考えられる。 

〇  「自分によいところがある。」や「将来人の役に立つ人間になりたい。」という回答率は、

ほぼ横ばい状況にあり、自己有用感を高めるための更なる手立てを 

講じていく必要がある。 
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40) 理科の授業の内容はよく分かりますか。 
84.2 

(87.9) 

76.8 

(70.0) 

 

43) 理科の授業で学習したことは、将来、社

会に出たとき役に立つと思いますか。 

74.5 

(74.5) 

65.2 

(55.7) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学校生活等、基本的生活習慣、地域や社会に対する興味・関心＞ 
＊数字は平成３０年度生徒質問紙番号              〔％ 上段；香美町 下段；（全国）〕 

質 問 事 項 

小６時の回答

状況 

（Ｈ２７年度） 

中３時の回答

状況 

（Ｈ３０年度） 

全国との比較 

（±2%超で表記） 

※) 学校に行くのは楽しいと思いますか。 
83.4 

(87.0) 

 

 

 

※) 学級みんなで協力して何かをやり遂げ、

うれしかったことがありますか。 

85.7 

(86.1) 
 

 

※) 普段（月～金曜日）、１日当たりどれくら

いの時間、携帯電話やスマートフォンで通話

やメール、インターネットをしますか。（携帯

電話やスマートフォンを使ってゲームをする

時間は除く）※２時間未満の児童生徒の率 

31.5 

(48.2) 
 

 

◆ 携帯電話やスマートフォンを持っていな

い。 

58.6 

(42.0) 
 

 

1) 朝食を毎日食べていますか。 
94.0 

(95.6) 

89.9 

(91.9) 
－ 

43) 地域や社会で起こっている問題や出来事

に関心がありますか。 

61.6 

(63.9) 

62.8 

(59.3) 

 

44) 地域や社会をよくするために何をすべ

きかを考えることがありますか。 

38.3 

(44.8) 

35.7 

(38.7) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔分析〕 

〇 算数・数学、理科の各問いとも、小学校から中学校に進級し、回答率は低下傾向にあ

る。義務教育段階での「理科、算数・数学離れ」を克服していく方策が求められる。 

〇  「算数・数学、理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たとき役に立つ」と考

えている生徒が児童の時と比較して減少している。 

〇  算数・数学、理科の学習をすすめるに当たっては、それらの教科の学習が、キャリア

教育の視点から日常生活と結びついている場面を児童生徒に提示したり、好奇心を持っ

て学習に臨むなどの工夫改善が求められる。 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 

※  平成３０年度は国語に関する問いがなくなっており、国語に関しては、３年間での自

己変容の経過を調査することができなかった。

〔分析〕 

〇  朝食を毎日食べない生徒が、小学校６年時に比較して増えている。 

〇  地域や社会で起こっている問題や出来事に関心を示す生徒はやや増えているものの、

地域や社会をよくするために貢献しようと考える生徒は、やや減少している。 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 

※  平成３０年度は「学校へ行くのは楽しいと思うか。」や携帯電話やスマートフォンなど

の使用時間、所有に関する問いがなくなっており、３年間での自己変容等の状況を調査

することができなかった。 
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36.8

27.1

31.6
28.8

32.4 31.2

35.2

43.9

25.5 27.6
30.6

22.3

30.6

16.8

29.4

37.3

0

10

20

30

40

50

Ｈ１９ Ｈ２１ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

読書時間について

小学校 中学校

○ 児童生徒とも読書時間は増加傾向にある。 

○ 小学校・中学校とも「３つの町民運動」における「読書」の取組において、一定

の成果が現れつつあると考えられる。 

○ 小学校では、国語Ｂ、理科において１日当たりの読書時間が多い児童ほど正答率

が高い傾向がみられた。（Ｐ４４ （３）－イ参照） 

〇 中学校においては、有意な差は見られなかった。（同上） 

〇 読書の好き嫌いについての問いは、今年度は設けられていなかった。  

77.9 80.0 
84.9 90.7 87.3 

83.4 87.4 85.1 

71.2 69.7 72.9 
63.9 67.6 65.8 68.8 70.6 

Ｈ１９ Ｈ２１ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

将来の夢や希望について

小学校 中学校

エ これまでの回答状況の変化から 

①【読書活動について】（「３つの町民運動」関連） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②【将来の夢や目標について】（キャリア教育推進関連） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）平日、学校の授業時間以外に３０分以上読書する児童・生徒の割合の推移  

〇 平成３０年度は、小学校は微減、中学校は微増している。 

○ 「将来の夢や目標を持っていますか。」の問いに対して、「当てはまる」、「どちら

かといえば、当てはまる」と回答している割合は、児童では８０％台程度で推移し

ている。一方、生徒では７０％前後で推移している。 

○ 今後とも、校種間の連携を図りつつ、一貫化教育の取組の中でキャリア教育の推

進体制の整備を図り、児童生徒が、社会の変化を乗り越え、高い志や意欲を持つ自

立した人間として、未来を切り拓いていく力を身に付けることができるよう取り組

んでいくことが求められる。 
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43.4 43.4 49.7 
41.0 
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0
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Ｈ１９ Ｈ２１ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

家庭学習時間について

小学校（平日） 小学校（土日） 中学校（平日） 中学校（土日）

71.4 

75.6 

80.3 81.5 79.7 80.3 
77.5 

86.0 

71.5 74.6 
75.2 76.1 

76.4 

76.3 77.9 

84.0 

63.5 

60.6 

70.0 

64.6 

77.1 

67.1 

71.3 

79.1 

60.5 

61.2 66.4 

67.1 

68.1 

69.3 

70.7 

78.8 

50

60

70

80

90

Ｈ１９ Ｈ２１ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

自分のよいところについて

小学校 小学校（全国） 中学校 中学校（全国）

③【家庭学習について】（キャリア教育推進関連） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）児童…１時間以上（平日・土日とも）、生徒…２時間以上（平日・土日とも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④【自己有用感について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 今年度は、全国、香美町いずれにおいても小学校、中学校とも増加傾向にあり、

自己有用感は高まりつつあると考えられる。 

○ 要因としては、保護者や教師が子どものよいところを褒めたり、認めたりするな

どして自信をもたせる取組により、一定の成果が現れつつあることが考えられる。 

○ 今後とも、家庭との連携を図るとともに、授業や学校行事など、様々な機会や場

を通して、子どもたちの成功体験を価値付けし、達成感や成就感を持たせる取組を

充実していくことが大切である。 

〇 学力とのクロス集計では、「自分によいところがある」と認識している児童生徒ほ

ど、正答率が高い傾向にある。（Ｐ４５ （３）－ウ参照） 

〇 今年度は土日についての問いがなく、データがグラフに反映できていない。 

○ 家庭学習の習慣が、児童生徒ともに着実に定着しつつある傾向がうかがえる。

今年度は、児童において顕著である。 

○ 生徒では、これまで同様、平日の家庭学習時間が「２時間以上」と回答してい

る者の割合が３０％に満たない状況にあり、家庭学習習慣の定着と家庭への啓発

に向けた取組が求められる。 

○ 今後とも、キャリア教育推進の取組の一環として、「家庭学習」の重要性を児童

生徒に認識させるとともに、校区内の小学校・中学校が連携しあって取り組むこ

とが大切である。 
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88.0 

84.8 
86.2 

91.3 91.0 91.7 
89.4 

87.7 

79.0 
77.8 

79.3 
82.0 

84.7 

80.5 

84.4 
82.9 

Ｈ１９ Ｈ２１ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

ふるさと意識の醸成について

小学校 中学校

71.7

87.2 88.8
80.7

72.9 73.8 74.8
85.3

Ｈ２６ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

ほめる指導について

小学校 中学校

⑤【ふるさと意識の醸成について】（「ふるさと教育」推進関連） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥【教師が児童生徒のことを認めることについて】（「ほめる指導」「認める指導」関連） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う。」と回答している児童

生徒の割合は、今年度、児童はやや減少したが、生徒は大きく増加した。 

○ 「香美町教育の重点」に示された「ほめる指導」、「認める指導」の推進が浸透し

つつあることがうかがえる。 

〇 今後とも、脳科学の知見を生かし「褒めること」、「認めることの」大切さを保護

者などに啓発していくとともに、その実践充実に努め、児童生徒の内発的学習意欲

の向上に繋げる取組が求められる。 

○ これまで同様に、児童生徒とも、「今住んでいる地域の行事に参加していますか。」

の問いに対して、「当てはまる」、「どちらかといえば、当てはまる」と回答している

割合は高いが、児童の方が生徒よりも高く推移している。 

〇 今年度は、平成２９年度よりも児童生徒とも微減しているものの、８０％台で推

移しており、小・中学校とも、「ふるさと教育」の取組成果が浸透しつつあることが

うかがえる。 

〇 学力とのクロス集計では、生徒においては有意な差は見られないが、児童におい

ては、正答率が高い児童ほどふるさと意識が高い傾向が見られる。 

（参考） 

「今住んでいる地域が好きですか。」（平成１９年度調査）の問いに対して、「当てはま

る」、「どちらかといえば、当てはまる」と回答している児童（小学校６年生）生徒

（中学校３年生）の割合は次のとおりである。 

児童 84.8％ 

生徒 73.1％ 
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37.6
34.6

38.9

25.2
30.7

34.1
37.7

28.2

14.9

22.5

Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

新聞を読むことについて

小学校 中学校

⑦【新聞を読むことについて】（社会に対する興味・関心） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）平成２５年度は、香美町小・中学校は本質問番号を選択していないためデータなし  

○ 小学校・中学校とも「毎日読む」、「週に１回～３回読む」を合わせて、平成

２６年度からの３年間は、いずれも４０％に満たない程度であった。平成２９

年度は、さらに減少傾向にあったが、今年度は微増傾向にある。平成２６年度

頃の割合にまでは回復していないが、一定の指導の成果が現れていると考えら

れる。 

○ 教科の調査結果とのクロス集計では、新聞をよく読んでいる児童生徒ほど教

科の正答率が高い傾向にあり、特に、児童生徒とも算数・数学のＢ問題におい

て顕著である。 

〇 問題の意図を読み込む力などを身に付けるためには、日常生活の中で新聞の

活字に機会あるごとに触れたり、新聞を日々の授業実践の中で活用したりして

いくことなどが求められる。 

昨年度まで経年比較ができた「学校に行くのが楽しいか。」、「『見通し』、

『振り返り』のある学習活動の状況について」、「読書の好き嫌い」につい

ては、今年度、質問項目から削除されたため、追跡調査ができなかった。 
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（３）質問紙と学力のクロス分析の状況から 
 

  ◆児童・生徒が回答した選択肢別の平均正答率 

質問番号 質問事項 

小（５５） 

中（５２） 

１，２年生のときに受けた授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでい

たと思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔分析及び考察〕 

〇 児童生徒ともに、肯定的な回答を選択した方が、教科の正答率が高い傾向にある。特に、

生徒において顕著である。主体的、対話的で深い学びの視点に立った積極的な取組が求めら

れる。 

〇 学校質問紙では、肯定的な回答をした学校が１１校、否定的な回答をした学校は３校であ

る。 

ア ＜主体的、対話的で深い学びの視点に立った取組と正答率の状況について＞ 

当
て
は
ま
ら
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
当
て
は
ま
ら
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
当
て
は
ま
る 

当
て
は
ま
る 

《児 童》 

《生 徒》 
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 ◆児童・生徒が回答した選択肢別の平均正答率 

質問番号  質問事項  

小（１５） 

中（１５） 

学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，読書をしま

すか（教科書や参考書，漫画や雑誌は除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔分析及び考察〕 

〇 児童生徒ともに、１日当たり「２時間以上」読書をしている方が教科の正答率が最高い傾

向にある。一方、「全くしない」児童生徒の正答率は、最も低い傾向にある。 

〇 読書時間数の多少と教科の正答率の相関関係に、大きな有意差はみられないと考えられる。 

イ ＜「読書時間」と正答率の状況について＞ 

全
く
し
な
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１
０
分
よ
り
少
な
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１
０
分
以
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３
０
分
よ
り
少
な
い 

３
０
分
以
上
１
時
間
よ
り
少
な
い 

１
時
間
以
上
２
時
間
よ
り
少
な
い 

２
時
間
以
上 

《児 童》 

《生 徒》 
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  ◆児童・生徒が回答した選択肢別の平均正答率 

質問番号 質問事項 

小（１）、中（１） 自分には，よいところがあると思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ ＜自己有用感と正答率の状況について＞ 

《児 童》 

《生 徒》 

〔分析及び考察〕 

〇 自己有用感の高い児童ほど、教科の正

答率が高い傾向にあるが、生徒において

は児童のような相関は見られない。 

〇 児童生徒質問紙におけるクロス集計

（全国データ）では、「主体的な学び」

や「他者との協働」を行っていると回答

した児童生徒の方が、自己有用感が高い

傾向にあり、学力向上のためにも自己有

用感を高めていくことが求められる。 

（図表参照） 

当
て
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ま
ら
な
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ど
ち
ら
か
と
い
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ば
、
当
て
は
ま
ら
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
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ば
、
当
て
は
ま
る 

当
て
は
ま
る 

（「教育委員会月報」平成３０年９月号から） 
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  ◆児童・生徒が回答した選択肢別の平均正答率 

質問番号 質問事項 

小（２０） 

中（２０） 
今住んでいる地域の行事に参加していますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ ＜ふるさと意識と正答率の状況について＞ 

《児 童》 

《生 徒》 

〔分析及び考察〕 

〇 ふるさと意識が高い児童ほど、教科の正答率は高い傾向にある。 

〇 生徒においては、児童のような相関関係はあまり見られないと考えられる。 

〇 ふるさとの身近な自然や地域行事などに関心を持たせ、体験的に学ぶことが、学力の向上

にもつながることを意識して取り組ませたい。 
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  ◆児童・生徒が回答した選択肢別の平均正答率 

質問番号 質問事項 

小（２５） 

中（２５） 
新聞を読んでいますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ ＜「新聞を読むこと」と正答率の状況について＞ 

ほ
と
ん
ど
読
ま
な
い 

月
に
１
～
３
回
程
度 

週
に
１
～
３
回
程
度 

毎
日
読
む 

〔分析及び考察〕 

〇 新聞を読む頻度の高い児童生徒ほど、教科の平均正答率が高い傾向にある。 

〇 特に算数Ｂ、数学Ｂにおいて「毎日読む」児童生徒とそれ以外の回答をしている児童生徒

に有意差が見られる。 

〇 新聞を読む習慣は、昨年度から微増しており、今後とも新聞を読むことを日常生活の一部

としていくことが求められる。 

《児 童》 

《生 徒》 
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 学校では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜授業実践のポイント＞ 

□「めあて・学習課題や学習の流れ」の提示、「振り返り」活動を取り入れる。 

□新学習指導要領改訂のポイントを踏まえるとともに、指導形態や指導方法の工

夫改善を図り、授業の展開の中に、「書く活動」、「発表や話し合う活動」など

を積極的に取り入れ、授業改善をすすめる。 

□ＩＣＴ機器の活用を図ったり、体験的な活動などを取り入れたりする。 

□「ほめる指導」、「認める指導」を大切にする。 

□個人カルテの活用などにより、一人も見逃さない個別指導を推進する。 

指導力を高め合う組織づくりと学びの連続性のある取組を！ 
～小中連携、小中一貫化の取組を通した交流の質的高まりを図る～ 

子どもたちの学びの連続性を保障するためには、校種間の枠を越え、義務教

育９年間を通して児童生徒に必要な資質・能力を育むことが大切です。 

＜実践のポイント＞ 

□若手とベテランが学び合う同僚性の構築を組織的にすすめる。 

□中学校区で「目指す子ども像」を共有し、合同研修会などを通して指導方法や

指導体制等の工夫改善を図る。 

□９年間を見通したカリキュラムづくりや授業研究や研修会、乗り入れ授業など

に取り組むとともに、学習ルールや授業スタイルの共有化などを図る。 

□キャリア教育の視点から「家庭学習のきまり」を作成するなど、中学校区で学

習への目的意識を持たせる系統的な指導をすすめる。 

小規模校ならではの特色を生かした取組を！ 
～「学校間スーパー連携チャレンジプラン」を充実し、取組の質的向上を図る～ 

小規模校のよさを生かし、きめ細かな指導をすすめるとともに、小規模校の

課題を克服し、子どもたちの主体性、望ましい競争心などを育てることが大切

です。そのために、「学校間スーパー連携チャレンジプラン」に取り組み、多人

数の学習集団や複数教員による複眼的な指導により子どもたちの学力や人間関

係力を高めていきます。 

＜実践のポイント＞ 

□事前、事後の打合せや研修を充実させ、他校の教員の実践からも学び合う

など、自らの授業改善に生かす。 

□取組成果や課題の可視化を図り、次の取組につながる評価などについて検

討する。 

□平成２５年度からスタートし、６年目を迎えた本事業の成果を継承すると

ともに、課題解決のため「チャレンジプラン総合会議」を設置し、今後の

取組の充実を図る。 

魅力ある授業づくりを！  
 ～「学ぶ授業」から「学び合う授業」へ、授業の質的転換を図る～ 

児童生徒の「学びに向かう力」を高めるためには、安心して共に学び合う学校

環境の整備を進めるとともに、指導者は子どもたちの実態に学び、学力や学習状

況の把握に基づく、きめ細かな学習指導に取り組むことが大切です。 

３ 今後の取組の方向性について 
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＜実践のポイント＞ 

□規律ある生活（早寝、早起き、朝ごはん等）、家庭内での対話の習慣化 

□家庭学習の習慣化（「ながら勉強ゼロ」など） 

□家庭で読書に親しむ環境づくり（「親子で読書」「あった家読書」など） 

□スマートフォンなど情報通信機器利用に関するルールづくり 

□努力すること、最後までやり抜くことの大切さを伝える。  

□子育て、しつけの中での「ほめる」、「認める」の実践 

□地域行事やボランティア活動などへの参加を通した「ふるさと意識」や社会貢

献意識の醸成 

□「あいさつ運動」の推進や「ふるさとものしり博士」などによる学校支援 等 

 
行政  では

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭は子どものよりどころ、すべての教育の出発点  

      地域の子どもは地域で育てる機運を盛り上げよう！ 
   

子どもたちが安心して学びに向かうためには、学校にとって家庭や地域の協力は

不可欠です。家庭で読書や家庭学習などに積極的に取り組んだり、家の人と学校の

出来事について話をしたりする児童生徒ほど、学力・学習状況調査の正答率は高い

傾向にあります。 

また、地域には学校での学習につながる教育・学習資源や人材が豊富です。地域

に学び、子どもたちのふるさと意識を醸成していくことは、将来の香美町を支えて

いくためにも大切です。「オープンスクール」、「学校版教育環境会議」など、様々な

機会や場を通して、学校と家庭・地域がいっしょになって子どもたちの未来を考え、

共に育んでいきましょう。 

〇各種研修会の実施 

〇ホームページ、町広報誌などによる情報提供 

〇各種事業の実施（ふるさと教育交流会、ふるさとおもしろ塾、土曜チャレンジ

学習、ふるさと給食試食会など） 

〇学校等の施設設備など、教育環境の充実 等 

学校・家庭・地域への支援を！ 

 
教育委員会では、「ふるさとに学び 夢や志を抱き ふるさと香美を大切にする

人づくり」を目指し、「香美町教育振興基本計画」や「香美町教育の重点」に基づ

き、香美町の教育を推進していきます。そのために、各学校の教育充実を図ると

ともに、家庭・地域での様々な取組を支援していきます。 

◆問題文や各質問紙の詳細は、国立教育政策研究所のウェブサイトで 

見ることができます。 

http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html 
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